
2026年６月期 第３四半期決算説明資料
株式会社クオルテック 【証券コード ： 9165】

1



01

02

03

当第３四半期累計期間の売上高は、全体で前年同期比8.２%成長し、３,３05百万円。

当社の主要取引先である車載業界の技術開発は、電動化推進の動きに加え消費電

力削減の観点から、パワー半導体の開発需要は依然として堅調に推移。そのような

状況下で、顧客企業の製品開発フェーズを着実に捉えて対応した結果、主力事業で

ある信頼性評価事業は、前年同期比７.０%成長。また微細加工事業においては、

レーザ加工の量産案件ニーズに対応、表面処理技術も主要顧客からの受注が好調

であったことにより、前年同期比32.6％成長と、大きく貢献。

営業利益は前年同期比24.6％成長し、431百万円。引き続き成長戦略に向けた拡

販体制強化、新規事業への研究開発を積極的に進めつつ、間接部門での効率化にも

注力した結果、売上および売上総利益の増加が本社費用などの販管費増加を上回っ

たことによる。

Highlights

2026年６月期 第３四半期決算説明資料

2

通期業績予想は当初予想を据え置き。上記の通り車載メーカーをはじめとする需要

は順調に推移も、米国関税の政策運営の動向や中東地域における地政学的リスクの

高まりに加え、為替変動や原材料価格の動向等、当社の業績へ影響を及ぼし得る不

確実性が増していることから、現在社内で精査中。
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前年同期より増収増益。売上高は＋249百万円で、売上高の増加が本社費用などの販管費の増加を上回ったこ
とから営業利益は+85百万円。経常利益は補助金収入+１８百万円を含め＋103百万円。四半期純利益は前年同
期に投資有価証券評価損の計上を行っていたことから、＋78百万円。

1. 決算概要
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( )内は売上高比【単位：百万円】

25年6月期
３Q実績

26年6月期
３Q実績

前期差

売上高 3,055 3,305 +249

営業利益 （11.3%） 346 （13.1%） 431 +85

経常利益 （11.3%） 345 （13.6%） 448 +103

四半期
純利益

（7.1%） 218 （9.0%） 297 +78
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2.セグメント別売上高（対前年同期）

2026年６月期 第３四半期決算説明資料

5

全社売上高は前年同期比+8.2％成長。

主力の信頼性評価事業は、分析・解析における主要顧客からの高単価案件や環境試験における振動、塩水試験が
好調に推移したことに加え、パワサイ試験も堅調な推移となっており、全体で前年同期比+7.0%成長。

微細加工事業は、レーザ加工で量産品加工において通信関連の案件が貢献。試作加工の受注も引き続き堅調。表
面処理技術では、主要顧客からの表面処理案件等の受注が好調。全体で前年同期比+32.6%成長。

その他事業は、バイオで厚生労働省案件の医療用消耗品の信頼性試験が完了した影響で、▲70.6%減収。

セグメント 成長率 コメント

信頼性評価

微細加工

その他

+7.0%

▲70.6%

◼ 信頼性試験：分析・解析の受注が順調 12.3％成長。

◼ 断面研磨：主要顧客が調整局面入り 0.3％成長。

◼ パワサイ試験：引き合い、受注とも堅調 4.3%成長。

◼ レーザ加工：量産品加工の需要好調 39.0％成長。

◼ 表面処理技術：主要顧客の受注好調 ２0.5％成長。

◼ バイオの医療用消耗品の信頼性試験が完了し減収。

信頼性評価

（百万円）

3,055

3,305
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全社営業利益は前年同期比＋85百万円と大幅増益。
主力事業である信頼性評価事業は売上増加分が、費用増を上回り、+116百万円の増益。

微細加工事業は売上増加の割合が+3２．６%と大きく、同じく費用増を上回り+78百万円の増益。

その他事業はバイオで受託試験売上減と、前期中から対応した人件費等の費用減で▲8百万円の減益。

全社共通部門は研究開発の積極推進に伴う先行投資等により▲101百万円の費用増。

3.営業利益増減内容（対前年同期）
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（百万円）

その他
費用減

全社
費用増

その他
売上減

2６/6期
3Q実績

微細加工
費用増

微細加工
売上増

信頼性
費用増

信頼性
売上増

2５/6期
3Q実績

+116
+78

▲8

営業利益 +85（24.6％）

※全社費用増内訳
研究開発費： ▲４２
人件費： ▲２８
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4.四半期売上高推移（セグメント別）
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合計
1,127

【単位：百万円】

第３四半期で累計売上高は前年同期を上回りました。

合計
980

合計
969

合計
1,078

合計
1,246

合計
1，095

合計

899

合計
1，028

※25/6期から表面処理技術はその他事業から微細加工事業にセグメント変更しておりますが、
24/6期は変更後の区分にて記載しております。

進捗率
76.4%

26/6期24/6期 25/6期

進捗率
78.2%

進捗率
75.1%



25年6月期 3Q実績 26年6月期 3Q実績 前期差

総資産 4,161 4,761 +600

純資産 3,275 3,487 +21１

自己資本比率 78.7% 73.2% ▲5.5%

現預金残高 1,493 1,876 +382

設備投資 ５６７ ３６８ ▲１９９

研究開発費 （4.1%） 126 （5.1%） 168 +42

在籍人員（人） 25４ 2５５ +１

5.その他経営数値（対前年同期）
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( )内は売上高比【単位：百万円】

その他経営数値の状況は下記の通り。
設備投資における前期差は前年同期にパワエレテクノセンター立上げ影響による増加があったものです。



通期業績予想は当初予想を据え置き。
各種利益が通期業績予想を上回って推移するも、足元では、米国関税の政策運営の動向や中東地域における地
政学的リスクの高まりに加え、為替変動や原材料価格の動向等、当社の業績へ影響を及ぼし得る不確実性が増し
ており、これらの状況を総合的に勘案しつつ社内で精査中のため。今後の事業環境の変化や業績進捗等により、
通期業績予想の修正が必要と判断される場合には、速やかに公表いたします。

6.通期業績予想

2026年６月期 第３四半期決算説明資料

9

( )内は売上高比【単位：百万円】

25年6月期
通期実績

26年6月期
通期業績予想

（８/８）
前期差

売上高 4,025 4,４00 +374

営業利益 （9.6%） 384 （9.２%） ４０5 +20

経常利益 （9.6%） 384 （9.2%） ４０４ +19

当期純利益 （5.5%） 219 （６.２%） 2７１ +51
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7.１株当たり配当額と配当性向の推移
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株主還元方針として、設備投資や業容拡大の準備等に備え、内部留保を図りつつ、安定的な配当に努める
こととしており、配当金額は前年と同額を計画（2024年６月期のみ上場記念配当５円あり）。業績予想と同
様に、配当も当初予想から変更なし。



本資料には、将来の見通しに関する記述が含まれています。

これら将来の見通しに関する記述は、当該記述を作成した時点における情報に基づいて作成されています。

これらの記述は、将来の結果や業績を保証するものではありません。このような将来予測に関する記述には、

必ずしも既知及び未知のリスクや不確実性が含まれており、その結果、将来の実際の業績や財務状況は、

将来予想に関する記述によって明示的または黙示的に示された将来の業績や結果の予測とは大きく異なる

可能性があります。

上記の実際の結果に影響を与える要因としては、国内及び国際的な経済状況の変化や、当社が事業を展開す

る業界の動向などが含まれますが、これらに限られるものではありません。

また、当社以外の事項・組織に関する情報は、一般に公開されている情報に基づいており、当社はそのような

一般に公開されている情報の正確性や適切性を検証しておらず、保証しておりません。

8.附録（注意事項）
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